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0. 序章 
0.1. 本稿の概要 
 本稿ではミャンマー連邦カチン州の州都ミッチーナ市及びその周辺で話されるジンポー語に関
して筆者がコンサルタント調査で収集したデータをもとに、その共時的な言語実態を明らかにする
ことを目的としている。具体的には次の 3点に着目して記述を進めている。 
 
① ミッチーナ方言の音声を正確にとらえ、詳細な分析のもとに音素を確定し、体系的な音韻を確
立する。 
② 語(word)と接辞(affix)の境界を明確にし、語を形態統語に関する基準をもって 4 種の語類に
分類する。接辞については、できる限り多くの要素をとりあげ、その機能と意味を可能な限り詳細に
記述する。 
③ いくつかの語が連なる句(phrase)を設定し、句を構成する要素について正確に記述する。 
  
 尚、ジンポー語に関しては 0.3.で述べる幾つかの先行研究が文法記述を行っている。本稿には
それらの記述では不十分な部分を補完するという目的もある。 
 
0.2. ジンポー語の概要 
 ミャンマー北部はジンポー語の話者数が最も多く、ジンポー語が日常的に話されている地域で
ある。この地域におけるジンポー語の話者人口の正確な数字は不明である。24 万人(澤田 1998)、
63 万人(藪 2001)などとされる。系統的には、ジンポー語はチベット・ビルマ諸語に属する言語であ
る。この系統内でのジンポー語の正確な位置づけは、いまだ明らかではないとされる。類型論的に
は、主節および従属節における基本構成素順は SV、AOV であり、述語は常に節末に置かれる。
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基本的に従属部標示型の言語であり、格は名詞句に標示される。ただし、任意ではあるが、主語
の人称・数は、節の主要部である動詞複合体に標示されうる。所有構造では、従属部名詞に属格
の格助詞が付加される。他動詞節における必須項(core argument)の格標示は、主格－対格型で
ある。 
 
0.3. 先行研究 
ジンポー語の文法を最初に記述したものには、Hanson(1896)及びHertz(1911)がある。その後、
西田(1960)で約700の基礎語彙をもとに音韻解釈を行い体系的にまとめている。これまでの研究で
最も音韻に関して細かな記述を行ったものと筆者は考えている。しかし、特に音節初頭に現れる声
門閉鎖音や鼻音については解釈が暫定的なものになっている。最近の大規模な研究としては倉
部(2011)が挙げられる。倉部はジンポー語全体の文法記述を行っており、特に統語論・構文論に
関してはかなり詳細な記述がある。その一方で音韻論、語レベルの記述に関しては厳密でないと
考えられる部分が散見され、西田で問題にしていた音節初頭の声門閉鎖音、鼻音についてはや
はり暫定的な解釈しか行っていない。本稿の執筆にあたっては、特にその部分を詳細に記述する
ように心掛けた。 
中国雲南省のジンポー語の文法については、かなり大規模な記述が数多く出版されている。例
えば、中国科学院少数民族語言研究所編(1959)『景颇语语法綱要』、刘編(1984)『景颇族语言简
志·景颇语』、戴・徐(1992)『景颇语语法』などがある。特に戴・徐(1992)は現在あるなかで最も包括
的な文法書として知られている。 
本稿ではこれらの文法記述の枠組みを参考にしながら、先行研究では記述が不十分ではない
かと考えられる部分や、筆者が新たに発見したものについて、記述の中で逐次指摘しているつもり
である。 
 
0.4. 調査について 
 本稿は 2010 年 6 月から 2011 年 9 月まで行った日本での聞き取り調査と、ミッチーナにおいて
2011年 3月の 1か月間行った現地調査で得られたジンポー語文法に関する音声・書記データを 1
次資料として分析を行ってきた。データは調査票に基づく語彙調査及び文法項目調査によって得
られたものと、会話、民話の語りを録音し書き起こした 2種が含まれる。 
 コンサルタントは 1964年生まれの男性と 1948年生まれの男性である。どちらも言語形成期をミッ
チーナで過ごしている。 
 
1. 音韻論 
1.1. 音節構造 
主音節は(1-1) のような構造を持つ。 
 
(1-1) ((C0) C1(C2))V(C3)/T 
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C0は前子音、C1は頭子音、C2は介子音、Vは音節主核である母音、C3は末子音をそれぞれ
表す。/T は音節全体に声調(tone)がかかっていることを表す。( )は任意の要素であることを表す。
つまり母音のみによる音節も存在する。先行研究の解釈との最大の違いは前子音 C0 を解釈する
点である。以下に実例を示す。 
 
(1-2) a. Vが先頭に立つ場合  
  V /uLF/ 「鶏、鳥」 
  VC3 /anHL/ (2.DU) 
 b. C1が先頭に立つ場合  
  C1V /kaLL/ 「書く」 
  C1C2V /kyaLF / 「柔らかい」 
  C1VC3 /kopLF/ 「隠す」 
  C1C2VC3 /kyamHL/ 「騙す」 
 c. C0が先頭に立つ場合  
  C0C1V /’nuLF/ 「母親(呼びかけ語)」 
  C0C1VC3 /’nawLL/ 「妹、年下の女性(呼びかけ語)」 
  C0C1C2V /Np
h
yeHF/ 「背負い型の鞄」 
  C0C1C2VC3 /Nk
h
yepHL/ 「穀物」 
 
主音節の他に多音節語の初頭にのみ現れる副次音節があり C(V)の構造をなす。次のようなバリ
エーションが観察できる。 
 
/mə, pə, cə, ɕə, sə, tə, kə, k
h
ə, lə, ə/ 
図 1-0-1: 副次音節 
 
1.2. 分節音 
主音節構造の各スロットに立ちうる音素は次のように示すことができる。 
C0 C1 C2 V C3 T 
/’/, /N/ /p/, /p
h
/, /t/, /t
h
/, /k/, /k
h
/ 
/m/, /n/, /ŋ/ 
/ts/, /ts
h
/, /c/, /c
h
/ 
/ɕ/, /r/ 
/l/, /y/, /w/, /h/, /f/ 
/y/, /r/ /i/, /e/, /a/, /o/, /u/ 
/ /, / /, /a /, /  /, / / 
/p/, /t/, /k/, /’/ 
/m/, /n/, /ŋ/ 
/y/, /w/ 
LF  
LL 
HF 
HL 
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 このうち/tsh/, /ch/, /h/, /f/は外来語にしか確認できないなど極端に頻度の低い音素である。 
子音連続には次のようなものがある。/pr, phr, kr, khr, py, phy, ky, khy, my, ŋy[ɲ]/。母音連続は [aĕ], 
[ ĕ], [uĭ], [aʊ̆]が観察される。これらの音には/y/, /w/を当てはめて音韻的には/ay, oy, uy, aw/と解釈
できる。 
 
1.3. 超分節音素 
超分節音素として声調が観察できる。阻害音を末子音として持つ音節は High と Low の二声
調対立  (cf. katHL「市場」 , katLF「走る」それ以外の音節では高平調  (High-level), 中平調 
(Mid-level), 低下降調 (Low-falling), 高下降調 (High-falling)の 4声調が対立している。 
 
High-level : yoHL「計画する」khamHL「捕える」ɕaHL「食べる」 
Mid-level:  yoLL「浮かぶ」khamLL「健康だ」waLL「男」 
Low-falling:  yoLF「衰える」khamLF「受ける」waLF「帰る」ɕaLF(限定) 
High-falling:  yo(確認、同意求め) waHF「父」ɕaHF「子供」 
 
4 つの声調の中で高下降調の割合は極度に低く、現れる環境も親族名称や間投詞といったところ
に集中する(cf. ’nuHF「母」, əkaHF「うわぁ」)。或いは低下降調から形態音韻論的プロセスによって
も発生する(cf. tsomLF「美しい」> [NHL_tsomHF]「美しくない」)。 
 
2. 語と語類 
2.1. 語 
語は自由形態素である内容語(名詞類)と拘束形態素である機能語に分かれる。接辞は拘束形
態素であるが語ではない。語と接辞は次のような基準を持って区別される。 
 
表 2-1:  語と接辞の違い 
 主音節が 1つ以上含まれる 発音上独立しうる 単独で文の構成素になれる 
語 
内容語 + + + 
機能語
(小辞) 
+ + － 
接辞 ± － － 
 
2.2. 語類 
 語は形態統語的特徴によっていくつかのグループに分けることができる。次のようなグループ
である。 
 
 名詞類 
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名詞(səraLL「先生」、əpatLL「回転」)、代名詞、指示詞、数詞 
 
 動詞類 
動詞(thotLF「移る」、mitLFyuLL「考える」)、コピュラ動詞(reLL)、形容詞的動詞(tsomLF「美しい」) 
 
 副詞類 
副詞(kəcaLLɕaLF「本当に」、lawLL「早く」)、オノマトペ(phroLFphroLF(木の葉が触れ合う音) ) 、接
続語(timHF「しかし」) 
 
 小辞類(具体例については修士論文を参照されたい) 
類別小辞、名詞修飾小辞、後置詞、禁止の小辞、助動詞、接続小辞、動詞文標識、連体節標識、
名詞節標識、引用節標識、文小辞、とりたての小辞 
 
 間投詞(koyLF「あらまあ、なんとまあ」、oyHF「はい、うん」) 
 
3. 名詞に関する諸問題 
名詞を中心とする名詞句は次のような配列を見せる。 
 
名詞句＜(指示詞)+(前部名詞修飾要素)+[(接頭辞)_主要部名詞_(接尾辞)]+(後部名詞修飾
要素)+(数量詞句)-(名詞修飾小辞) 
  図 3-1: 名詞句の構造 
 
3.1. 指示詞 
指示詞は空間的な位置や前後の文脈を示す。つまり機能は直示と照応に分けられる。指示詞
は近称/ 非近称の対立を持つ tay系列と遠称で上/ 水平/ 下の対立を持つ ra系列に分かれる。こ
のジンポー語の指示詞は表 4-1の通りである。 
 
        表 3-1: 指示詞一覧 
  a. ｔayLL系列       b. raHF系列(遠称)     
近称 NtayLL  上 thoHLraHF  
非近称 tayLL 水平 woHLraHF 
 下 leHLraHF 
 
3.2. 人称代名詞 
ジンポー語の代名詞は 1、2、3の 3つの人称、及び単数、双数、複数の 3つの数に区分される。
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単数で基本形と所有形の区別がある。 
 
表 3-2: 代名詞一覧 
 単数 双数 複数 
 基本形 所有形   
1人称 ŋayLL ŋye’HL anHL anHLtheLL 
2人称 naŋLL na’HL nanHL nanHLtheLL 
3人称 ɕiLL ɕi’HL ɕanHL ɕanHLtheLL 
再帰 ti’HLnaŋLL 
 
3.3. 数量詞句 
数量詞句は数詞と類別小辞によって構成され、類別小辞-数詞の配列を見せる。数詞は単独で
数量詞句を構成できる。 
 
3.3.1. 数詞 
ジンポー語の数詞は 10 進法を用いる。1 から 10 までは独自の形式を用い、それ以上の数はそ
れぞれの形式を並列し、組み合わせることで作られる。 
 
表 3-3: 数詞 
0 10 ɕiLL 20 khunLL 
ləŋayHF 「1」 ɕiLLləŋayHF「11」 khunLLləŋayHF「21」 
ləkh ŋHF「2」 ɕiLLləkh ŋH「12」 khunLLləkh ŋHF「22」 
məsumLL「3」 ɕiLLməsumL「13」 khunLLməsumLL「23」 
məliLL「4」 ɕiLLməliLL「14」 khunLLməliLL「24」 
məŋaLL「5」 ɕiLLməŋaLL「15」 khunLLməŋaLL「25」 
kru’HL「6」 ɕiLLkru’HL「16」 khunLLkru’HL「26」 
sənitLF 「7」 ɕiLLsənitLF「17」 khunLLsənitLF「27」 
mətsatHL「8」 ɕiLLmətsatHL「18」 khunLLmətsatHL「28」 
cəkhuLF 「9」 ɕiLLcəkhuLF 「19」 khunLLcəkhuLF「29」 
 
3.3.2. 類別小辞 
類別小辞は類別する名詞の直後に置かれる。現れない場合もある。 
 
(3-1) a. məɕaLF  mərayLL+məsumLL 
人    CLF+三 
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b. məɕaLF  məsumLL 
人     三 
「三人の人」 
 
4. 動詞に関する諸問題 
4.1. 動詞句 
動詞を中心とする動詞句の配列は図 5-1のように示すことができる。(...)は任意の要素である。動
詞句における必須要素は動詞と VSM(verb sentence marker: 動詞文標識)である。 
 
(名詞類)+[V(接頭辞)_動詞-(助動詞)-VSM] 
図 5-1:  動詞句の構造 
 
任意の動詞句のうち[V...]で囲んだ部分を動詞複合体と呼ぶ。動詞複合体はその前の要素と否
定辞を以て切り離されうる。動詞複合体は、最小で動詞+VSM で形成され、動詞複合体にとって必
須の要素となる。VSM 以降に現れる要素は動詞複合体には含まれないと考える。動詞連続では動
詞スロットに複数の動詞が生起する。すべてのスロットが埋まる例を(5-1)に示す。 
 
(5-1) mitLF+kət
h
etLF-lomLL-ayLL. 
   心+熱い-[共同]-VSM 
   「一緒に心配する/心配しあう」                      (作例) 
 
4.2. 動詞 
動詞は①否定辞 NHL_を付加できる②VSM を後置できる、のいずれかを必ず満たす。ほとんど
の動詞は 2つを満たす。 
 
4.3. 動詞連続 
動詞連続は、①統語的要素が介在しない ②主語は動詞間で共有されなければならないという
特徴を持つ。複数の動詞が示す事象の意味関係によって 5つのタイプに分けられる。 
 
 語彙的な連続 
・ 継起関係の動詞連続 
(4-1) ŋayLL  ɕiLL-p
h
e'HL  kumHLp
h
a’HL saLL yaLL-ayLL. 
1.SG   3.SG-ACC   贈り物     行く  与える-VSM 
「私は行って彼に贈り物を与えた。」 
 
・ 様態・付帯状況関係の動詞連続 
大西 秀幸 
- 100 - 
 
(4-2) ɕiLL  kət
h
eLF  tsunLL-ayLL. 
3.SG  囁く    言う-VSM 
「彼は囁いて言った。」 
 
・ 目的関係の動詞連続 
(4-3) ɕiLL  səkuHF kəɕaLF-p
h
e’HL tamLL saLL-ayLL. 
3.SG  羊   子-ACC     探す 行く-VSM 
「彼は羊の子どもを 探しに行った。」 
 
・ 補文関係の動詞連続 
(4-4) ŋayLL  ɕəpreLL ɕaHL  ra’LF-ayLL. 
1.SG   豆    食べる  好む-VSM 
「私は豆を食べるのが好きだ。」 
 
 文法関係の動詞連続 
文法関係の動詞連続は文法化した補助動詞との連続である。補助動詞が動詞であるという根拠
は否定辞が付加できることにある。 
 
(4-5) ɕiLL  kəyetLF   NHL_k
h
rumHL-ayLL. 
3.SG  殴る    NEG_PASS-VSM 
「殴られなかった。」 
 
4.4. 動詞文標識 
動詞文標識(VSM: verb sentence marker)は動詞文を特徴づける形式であり、動詞複合体の末尾
に置かれる。ムード、アスペクト、人称、数、方向の文法範疇による支配を受けさまざまに語形を変
化させる。 
 
4.4.1. ムードによる対立 
VSMはムードによってそれぞれ屈折の共通形式を持つ。 
 
表 4-1: ムードの 6項対立 
VSM 代表形 例 
陳述 -ayLL ɕaHL-ayLL「食べた」 
命令 -u’LF ɕaHL-u’LF「食べろ」 
勧誘 -ka’LF ɕaHL-ka’LF「食べよう」 
祈願 -u’LFka’LF pyoLL-u’LFka’LF「楽しくあれ」 
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疑問 -NniHF ɕaHL-NniHF「食べたのか」 
 
4.4.2. 陳述文におけるアスペクトによる対立 
陳述文の VSMは -ayLL/-sayLLが非変化/変化 の 2項対立をなす。 
 
● -ayLL : 非変化の形式 
 
1) 状態動詞+-ayLL 現在または過去、2) 動作動詞+-ay: 過去 
 
(4-6)  kəcaLL-ayLL 
よい-VSM 
「良い/良かった」 
(4-7) k
h
yeŋLL-ayLL 
赤い-VSM 
「赤い」 
(4-8)  k
h
omLL-ayLL 
歩く-VSM 
「歩いた」 
 
● -sayLL: 変化の形式 
開始点であれ終結点であれ、事態・状況が新局面に変化したこと・変化しつつあることを今のこと
として述べる場合に用いられる。 
 
(4-9)  ko’HLsiLL-sayLL. 
空腹だ-VSM 
「もう空腹だ」 
(4-10)  ɕaHL-sayLL. 
食べる-VSM 
「もう食べ終わった」 
(4-11)  waLF-sayLL-yoHF. 
帰る-VSM-SFP 
「もう帰るよ」 
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略号一覧 
 
_:       接辞境界 
-:       小辞境界 
+:       同一句内の語境界 
1:       聞き手の人称 
3:       第三者の人称 
ACC: accusative 対格 
CLF:  classifier particle    類別小辞  
NEG:  negative       否定辞 
PASS: passive       受け身 
SFP:  sentence final particle  文小辞 
SG:   singular       単数 
VSM:  verb sentence marker  動詞文標識 
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